


求む理解！

           理事長 島 しづ子

みなさま、「名古屋ダルクチャリティーイベント」にご協力をありがとうございました。お

かげさまで 20万円を超える額を名古屋ダルクにお送りできました。出演下さったノリパンと

紙風船にも感謝致します。

ノリパンは活動開始が 1985年だそうです。迫力ある舞台に初めての方はびっくりしたり、

前からのファンは練習の成果を評価し合ったり、今年は 6 歳のメンバーまで参加されて感動

的な舞台でした。紙風船は「ボーちゃん」を上演。楽屋も舞台もてんてこ舞いでしたが、演

目がのんびりやの「ボーちゃん」であることがおかしかったです。初めての方にも「感動し

た！」と言って頂き嬉しかったです。

ノリパンは縁の深い方々がいる事からお年玉チャリティーコンサートに毎年出演下さいま

した。みどりファミリーは 26年前に結成して「愛実の会」の前身である「障がい者・友だち

の会・愛実」の合宿やコンサート支援、ミニ里親会のお年玉チャリティーコンサートなどを

してきました。みどりファミリーに属する友人たちは音楽家と福祉に従事する方々が多くい

ます。「いこいの家」（ホームレスの人の昼間の家）のチャリティー絵画展では山田翠さんの

絵画の販売。今、皆様にお送りしている領収書の絵葉書はその頃に作ったものです。

名古屋ダルクイベント終了後、古くからの友人とお互いの現代福祉事情（？）を語り合い

ました。面白い話を聞きました。本人の了解も得られたのでここに書かせて頂きます。H さ

んは障がい者手帳を持つ Oさんの「行動援護」を担当していたそうです。（「行動援護」とは、

一人では外出し難い方々の支援の一つです。）ある日、市バスに乗りました。Oさんが他の乗

客に手を伸ばしたりしないように窓際に座って頂きました。O さんは窓ガラスをリズミカル

に叩き続けました。後ろの乗客が Oさんの肩を軽くたたいて「うるさい」と言ったそうです。

Hさんが「すみません」と言うと、その乗客がHさんに、（Oさんを）「取り押さえてくれ」

と言ったのだそうです。Hさんは「『取り押さえろ』とは何事だ！」と思ったそうです。とこ

ろが、乗客の言った「取り押さえろ」という言葉に反応して、O さんがその人に掴みかかっ

たのだそうです。そういうことが起きないように起きないように気を使っていたのに、乗客

の失礼な言い方、態度に Oさんが怒ってしまいました。それで、他の人にも飛び掛からない

ようにHさんは Oさんを「取り押さえる」羽目に陥ってしまいました。笑えない笑い話です。

Hさんは言います。「世の中の人は車椅子の人には親切だけど、こういう目に見えない障が

いを持つ人には冷たいですよね～」と。また、こんなこともあるそうです。他の方の行動援

護のとき、目的地についてバスを降りようと思っても、肝心の利用者さんが降りようとして

くれません。あの手この手で「降りましょう」と促していると、運転手さんが（多分他の乗

客に気を使ってでしょう）「オリルンデスカー？」と言うそうです。「車椅子の人だったら、

当然降りるまで待ってくれて手助けもしてくれるのに冷たいんですよね。」とＨさん。

Ｈさんは「車椅子の人にはみな優しい」と言いますが、比較の問題で、車椅子の人やその

介助者にも辛いことはあります。そのたびに思うことは、障がいを持つ人の時間と世の中の

時間の違いです。愛実の会の障がいを持つ方々は、食事もトイレも移動もなんでもゆっくり

です。そして一緒に散歩して季節を感じます。食べられることを喜び、トイレが順調だと喜

び、生きて生活しているってことを実感しています。もちろん、葛藤も多いです。結局は誰

もがこのような生活を人生の最後には送るのではないでしょうか？誰もが味わう人生の喜び

と悲哀、だからこそ互いに労わりあって暮らせたらと思います。
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＜メンバーの思い＞

　僕は、紙風船に入って9年。最初は人形劇に参加していなかったけど、みんなを見ていると

楽しそうだなぁ、ぼくもやりたいなぁとずっと思っていました。

3年前に新作ができ、キンジ役が決まった時は「本当にできるの！嬉しい！」と思いました。

今では「ボーちゃん」で母とパンダ役をやっています。

　僕は、人形っておもしろいなぁと思います。いつもはただ、じ～っと同じ所を見ているだけ

で動かない。人形たちは何を思っているのかな～？お腹がすいているのかなぁ？空を飛びたい

のかな？いろいろ思います。でも僕が、動かしてあげると…怒ったり、笑ったり、キョロキョ

ロしたり、びっくりしたり。人形たちはいきいきと動きだします。人形たちはおしゃべりがで

きないから僕が代わりにしゃべってあげます。特訓して、目や身体を動かしてあげます。

僕にとって人形はともだちです。

　人形劇の本番ではお客さんが見てくれるし、終わる時に拍手してくれて大喜びしてくれるの

が嬉しいです。それに、紙風船は明るいし、みんな優しくて

おもしろいから大好きです！

紙風船に入って良かったなぁと思います。

僕は、これからも人形劇をつづけていきたいです。

「人形たちとぼく」
木村　圭宏

＜協力者の思い＞

「お・か・げ・さ・ま・おかげさま♪」

矢野　良太

　ぼーちぼち　いこーよー　ぼーくーたーちーはー♪っと、おなじみのフレーズを口ずさむ。

２０１４年２月１５日に行われた「南区支えあいのまちづくり事業」で、リメイク版ボーちゃん

を見ました。仕事で疲れた僕のこころを癒してくれたこと（笑）は、言うまでもないですが、本

当に紙風船の人形劇は感動を届けてくれると感じました。

　僕の運命を変える出会いは、２００６年の３月でした。桜が咲き始めた道徳公園を歩きながら

どんな所でどんな人たちがいるのか、不安を抱きながら紙風船へ向かったことをよく覚えていま

す。ななななんと、もう８年も前．．．当時は１８歳のクソガキでした。そんな僕をあたたかく

受け入れて、育ててくださった皆様に心から感謝しています。

　アシスタント～学生～教員と、立場が変わっていくなかで、紙風船の仲間とのつながりは変わ

らず今でも続いていることがなにより嬉しく感じます。この８年、紙風船の人形劇は日々新しく

なり、昔の人形劇が恋しいと思うこともありますが、一回の公演が、かけがえのない一度きりの

ショータイムであり、観に来ている方にそれぞれ感動を与えているのだと思うと、役者の皆さん

の表現力、作品全体の完成度が高くなっていると感じます。そんな皆さんのがんばっている姿に

背中を押され、僕もがんばらなくちゃと感じさせられます。紙風船のおかげで今の僕があると改

めて感じ、これからもがんばろうと思うことができます。これからも紙風船のご活躍を見て、パ

ワーをわけてもらおうと思っているので、今後ともよろしくお願いします！！



ダメな自分を許せるとき
                                            南  寿 樹

昭二（小５）は、バドミントンで空振りしただけでもラケットを折る。思うようにならな

いと、怒りが抑えられずに暴力が出る（パニックと言う）。でも落ち着くと暴れた自分に落

ち込む。うなだれながら看護師に連れられていく姿を何回か見かけた。（私の勤める学校は

県内で唯一の病弱養護学校。病弱の子の他に、昭二のように地元の学校で手に負えない子も

隣接する「あいち小児保健医療総合センター」に入院し、そこから通ってくる。学校でパニ

ックになると看護師がセンターから迎えに来て、落ち着いたら再び学校に戻る）

私は、小４の副担任で教室が昭二のクラスとは５０ｍほど離れているが、彼は放課になる

と「先生、遊んで」と訪ねてくる。ある日のこと、「僕と二人きりで野球しようね」という

昭二に「ごめんね、他の子がやりたいと言ってきたら断ることはできないよ」と応えながら

中庭に向かった。「じゃあ、みんなが来るまでは二人でやろうね」という昭二をバッターに

して１０個近くあるボールをゆっくり投げて打たせていると、すぐに達也や志郎が「入れて」

とやってきた。その途端、昭二は「もうやめた」と言って教室に帰っていく。いくら呼びと

めても聞かない。その放課が終わった後の教室で昭二は暴れて達也に殴りかかったという。

「なぜ達也を殴った？」と事情を聴きに来た担任にいきさつを話して昭二のことを考え合っ

た。「今は壊れた家庭環境だが、昭二が幼いころ父親にかわいがられた時期があった。そこ

で受け止めてくれる南先生に父親の影を求め、愛情を独り占めしようとしているのでは」と

言う担任の言葉に同意した。担任は「これからも受け止めたって」と頼んできた。もちろん

引き受けた。・・・ところが、想定外の事態が起こった。

その日も「みんなが来るまででいいから二人きりで野球しようね」と甘えて手をつなぐ昭

二と中庭に向かっていた。このごろフェンスを越えるホームランをよく打てるようになった

ので放課が待ち遠しいといった感じだ。すると車いすを使用している夏樹（小３）が、「ね

え昭二くん、遊んで」と声をかけてきた。「えー？うーん…」と悩む昭二。やがて「僕、夏

樹と遊ぶ」と私の手を離した。（へえ、あの昭二が野球より夏樹からの頼みごとを選んだ）

昭二は夏樹と中庭にすぐ出られる渡り廊下で、上手に怪獣ごっこで遊んであげている。私

は達也や志郎たちに順番に打たせている。だが、途中で我慢できなくなった昭二は「ねえ夏

樹くん、１０秒だけ打たして」と提案。夏樹は「いいけど、１０秒だけだよ」と言い、カウ

ントダウンはできないから「いーち、にい、さん…」と数える。そこで私も１秒間に１球の

ペースで次々にボールを投げる。空振りの連続。（パニックになるか…！）でもその忙しさ

がおかしかったのか昭二は笑い出し、みんなも笑った。いつもなら怒って打てるまでやめな

い昭二が、心を切り替えて１０カウントで急いで夏樹のところへ帰っていった。

だれでも自分を頼りにしてくれる人の役に立ちたいと願い、その人の役に立っている自分

を心の支えにして、弱い自分を立て直し、乗り越えていくのではないだろうか。

――その視点を昭二が教えてくれた。
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